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１．はじめに 
 今から 20 年以上前となる著者の学部卒業研究（1988 年度）では、阿武山地震観測所（以下、阿
武山）で当時入手可能な最新の広帯域地震計数台による比較観測を行った。指導教官の梅田康弘先
生をはじめ、南極経験のある伊藤 潔先生、またその年の秋に第 30 次日本南極地域観測隊（以下、
第 30 次隊）に参加された、阿武山の大先輩である村上 寛史氏のお手伝いをしつつ、観測システム







これらのセンサーの性能比較を兼ねた観測が 1988 年 6 月～9 月に行われた。 
 極地観測研究に長らく携わってきた今、昔を振り返ってみても、この比較観測の後に昭和基地で
















り長周期化を行っている。VS-2 は梅田先生が村松先生より借用している最中で、また VS-3 は防災
研の松波孝治先生が同時期に阿武山で観測を行うため持参していた。VSE は東京測振社製で、当時
梅田先生が改良をして長周期化するため阿武山で試験を行っていた。他の地震計と比較して小型で
















 阿武山には、学部の 1 年間を含めて計 4 年間通った（第 33 次隊の越冬期間を含めると 5 年半）。
修士課程 2 年次春の段階で、阿武山は京大の組織改革により理学部附属から防災研究所地震予知研
究センター附属へと変わった。そのため、著者は理学部時代の最後の学生となった。阿武山は、藤




























球物理教室の尾池和夫先生とも、地震計についてゼミを行った。村上 寛史氏が第 30 次隊で帰国し










 第 33 次隊帰国後、研究報告の一つとして STS-1 の低温試験結果についてまとめた（金尾・神沼, 
1994）。その後極地研の助手になり数年が経過した頃、突然に村松郁栄先生から個人的な手紙を頂い






第 3 次隊よりスタートした。これまで 40 年以上の長期間に渡り、オーロラや気象と共に連続観測さ
れてきた、数少ないモニタリング項目である。定常業務としては極地研での地震波走時読みとり後、
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